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◆ 新たなまちづくりへの対応
（中央通り新田町交差点～⾧野駅を軸とした
周辺区域）

取組Ａ 新田町交差点周辺整備構想の検討

取組Ｂ ⾧野駅～新田町交差点の中央通り歩行者優先道路化
整備の方向性の検討

取組Ｃ 市街地環境改善方針の検討

計画策定の背景

◆ 現在の取組「中心市街地活性化プラン」
事業の推進
（新たなまちづくり・3つの取組との連携）

(1) 城山公園再整備事業
(2) 善光寺周辺地区街なみ環境整備事業
(3) 県庁緑町線沿線地区整備事業（セントラルスクゥエア・県庁

緑線）
(4) ⾧野駅周辺第二土地区画整理事業 など

各事業区域や周辺区域の都市機能の役割分担
(公共公益施設の適正配置）・交通ネットワーク・
相乗効果等の検証

策定の目的

策定期間
■令和元年度～2年度（予定）

■新田町交差点から⾧野駅までの中央通りを軸とした周辺区域

計画範囲
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■中心市街地活性化基本計画に係る調整会議幹事会に作業部会を
設置、議論に着手。

■信州地域デザインセンターによる専門的、客観的な視点から協力・
支援を得ながら進める。

検討体制

⾧野中央西地区市街地総合再生基本計画について

 適切な都市機能立地と開発の誘導・市街地環境の整備改善を図るため、
グランドデザインを描く必要がある。【取組A・B・C】

 善光寺表参道（中央通り）を軸とする⾧野駅～新田町交差点の周辺
エリアでは、老朽建物が多く、 都市の再生が求められている。 【取組A・C】

これらを、地域住民のまちづくりへの意識向上や官民連携の深化を図りながら、
より良いまちづくりを実現していくための計画として策定に着手するもの。

策定事業費
■令和２年度 12,000千円 (全体 21,900千円 【国庫補助 6,000千円】)

再生基本計画の策定概要 １

取組C 市街地環境改善方針の検討
・中央通り沿いでは築年数40年超（旧 耐震基準）建物の
増加が顕著
・老朽建物が取り壊され、平置き駐車場化されるなど、好立地
でありながら、低未利用な土地が増加

●民間の更新意欲を、適正な都市機能立地と開発へ誘導
●市街地の環境改善を誘導

取組A 新田町交差点周辺整備構想の検討
・もんぜんぷら座の在り方の⾧野市の方針
「⾧期的な課題の解決に着手するとともに当面の課題に対応」

●新田町交差点周辺
まちづくり構想の策定

●耐震改修と必要な
防災設備の更新（施工中）

取組B 中央通り歩行者優先道路化整備の方向性の検討
・地区、商店会、交通事業者など関係者との調整
・中心市街地活性化プラン関連事業との整合
・歩行者の回遊に寄与する公共交通体系の構築
・駐車場の適正配置、空き地・遊休地の有効活用 など

●中心市街地の全体像を見据え、善光寺表参道を軸として
面的に広がる、歩いて楽しい歩行者空間の整備が必要

もんぜんぷら座

新たなまちづくりへの対応 3つの取組 A・B・C 2
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１ 広域的検討

(1) 中心市街地活性化プランエリア内のゾーニングと
各ゾーンの 役割・導入機能（施設）の検討・整理

(2) 中心市街地活性化プランエリア内外、エリア内ゾーン間
の交通ネットワークの検討

２ 市街地総合再生基本計画の立案
３つの取組Ａ・Ｂ・Ｃを中心に、

中央通り新田町交差点～⾧野駅周辺の範囲について

(1) 地区内の街区ゾーニングと役割・導入施設の提案

(2) 交通ネットワーク、移動空間等の計画立案

(3) 整備手法・誘導手法の提案

市街地総合再生基本計画の検討・立案 3
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■総合調整会議
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■策定作業部会

■関係者協議
（商業/住民/関係機関）
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作
業
部
会

市街地総合再生基本計画案現況分析・課題・将来像、方向性検討 地区整備方針検討 最終調整

計
画
案

３ 整備方針等の検討
４ 基本計画(案)とりまとめ

市民意向
調査

パ
ブ
コ
メ

■事務局
＜市街地整備課＞

■策定支援
（業務委託）

計画策定

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

幹
事
会

幹
事
会

幹
事
会

具
体
化
の
検
討

U
D
C

設
立

作
業
部
会

W
S

意
見
交
換

W
S

意
見
交
換

W
S

意
見
交
換

W
S

意
見
交
換

業
務
委
託
契
約

合意形成
組織整備
調査検討 等

計
画
公
表

今後の課題
※新型コロナウイルスによる影響
・市民意向調査（実施時期・調査内容）
・策定支援業務（委託先の来訪・打合せ）
・策定作業部会（開催および作業方法、WSなど）
※UDC信州の具体的支援内容の決定

計
画
素
案
の
立
案

実
現
方
策
の
検
討

整
備
方
針
の
考
え
方

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
戦
略
の
考
え
方

エ
リ
ア
の
役
割

現
状
把
握

策
定
手
順
②

策
定
手
順

１ 現況把握・課題の整理
２ 基本方針等の検討

当面は、感染拡大の防止対応が必要。
また収束の目途が立たないため、
今後の動向を踏まえて、策定スケジュールの
見直し・変更が必要となる。

概略スケジュール 4


